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興味・関心に基づく勤労観・職業観
の形成をめざした体験活動の充実
－地元桐生市を好きな子供を育てることを中核に据えた取り組みを通して－



群馬県桐生市について



桐生市立清流中学校について

・立地 桐生市の中心町

重要伝統的建造物群保存地区

・ 規模 各学年３クラス



本校のキャリア教育でつけたい力

① 地域理解

② 学習意欲の向上

③ 自己有用感の高まり

④ 勤労観・職業観

産業調査、職場体験



本校の実践



各学年次の実践と成果



１年次 地元産業調査
目的：桐生市の現状や課題を理解する。

① 桐生市観光交流課への相談（職員）

② 桐生に関する実態調査Ⅰ＜１１月実施＞

③ 桐生観光ガイド

「“織都桐生”案内の会」への参加

④ 桐生を紹介するツアーを企画

⑤ 桐生に関する実態調査Ⅱ ＜２月実施＞



１年次 地元産業調査

実態調査

アンケート対象
H30,1年106名



１年次 地元産業調査

「“織都桐生”案内の会」への参加
見学コース例：群馬大学→桐生天満宮→レンガ→重伝建→有
燐館



１年次 地元産業調査

桐生を紹介するツアーを企画・発表会

①テーマ

を設定

②見学する候

補地を決定

③食事をす

る店の決定

④宿泊先を

決定

⑤ルートを

決定

⑥ 料金を

調べツアー

を決定する



１学年の流れ

実態調査

案内人の会参加

ツアーを企画する



２年次 市内職場体験

主な内容：

① 桐生市内で職場体験

（３日間）

② 職場体験のまとめと発信

目的：勤労観，職業観の育成



２年次 市内職場体験

① 桐生市内で職場体験

《事前学習》

１ 職場体験活動のねらいの確認

２ 職業と体験内容の調査

３ アポイントメントや体験の予約

４ 事前訪問による体験の意義を共有

５ 仕事やルールや公共マナー



２年次 市内職場体験

・１日目・・挨拶、自己紹介、見学、清掃等

・２日目・・商品の運搬や整理、接客

・３日目・・体験先のための主体的な活動



２年次 市内職場体験

② 職場体験のまとめと発信

・パワーポイントを用いて
情報の収集・整理を行い発表会

・「すくーる桐生」という冊子に
まとめた





桐生市の見どころ





成果

働くことの意義や目的の理解
に加え，郷土の文化や歴史へ
の理解と関心が体験後の感想
等から高まった



３年次 修学旅行，進路学習

主な内容：

① 修学旅行

② 進路学習

目的：課題解決能力の育成



修学旅行新聞の制作と評価



３年次 修学旅行，進路学習

成果

地域の産業，食文化，観光客
の多さや，交通など各々様々
な視点で共通点や相違点に気
づくことができた



全体の成果

１学年では，実践後のアンケート結果から，桐生の歴
史や建物，文化等に誇りをもち，食べ物や自然，雰囲
気等に魅力を感じている生徒が増えた。

２学年では，働くことの意義や目的の理解に加え，郷
土の文化や歴史への理解と関心が高まった

３学年では，地域の産業，食文化，観光客の多さや，
交通など各々様々な視点で共通点や相違点に気づくこ
とができた。



課題

・学校以外の教育資源を有効に活用する
ための連絡・調整にかかる労力

・学校教育への理解や支援を行うことの
できる行政や事業所は多くあるが，窓口
となりコーディネートを行ってくれる部
署は多くないことから，まずは学校から
の働きかけが欠かせない現状



まとめ

体験活動を取り入れることは，生徒の関心・意欲や
動機付けの面からも有効であると実感

生徒の興味・関心に基づく勤労観・職業観の形成に
も有効な体験活動を行うことができた

キャリア・パスポートの活用は本校の地域性や生徒
の実態に即したものとなるようなものとしたい。

今後も３年間の活動を見通し，事前，事後指導の計
画をしっかりと立て，ねらいを明確にした体験活動
を行うことで，個に応じた多様な勤労観や職業観を
育成していきたい。


